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I.持言
硬さ試験は簡便･迅速という点から工業界で幅広く利用

されている材料試験方法である｡近年の工菓製品の微小
化･薄膜化に伴い､それらの材料特性の評価に硬さ試験の
重要性が認織されているo

HOT-DIPすずめっきの施工プロセスでは､りん昏銅基材

の表面とすずめっきとの間に中間合金層が形成されるo　中
間合金層は硬ぐて脆い性質があるため､過度の成長はめっ
き材の樺械的性質に悪影響を及ぼすo　さらに使用する環境
によっては熱的負荷にさらされることもあり､中間合金層
が成長する可能性があるo　本研究では,異なる温度の熱処
理を施したHOT-DIPすずめっきに超微小硬さ試験を実施
し､硬さ値の変化からめっき材の機械的性質に与える熱処

理の影響を検討したu
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2_1超撒小種さ試鼓システム

本鞘では､ダイナミック超微小硬度計DU汁201 (島陣馳
作所)を､除坂台Nano-k(VICインターナショナル)の卜に
設置し､また庄子として樺間角度115度のベルコピッチ型

ダイヤモンド三角錐任-I-を用いた　Figlには+先端o)形状
を示すB　一般的に庄子先端部は､庄子製造プロセ弟盈び使
用に際しての磨耗に起出する理想的先端形状との相違(トラ
ンケ-ション,r)を有している.3極微小な荷蛮域ではこU)ト
ランケ-ーションが結果に大きな影響を及ぼすため､後述す
るようにそれを考慮した罫出式を用いているo

乳量　雛畿片および駈畿条件
任用した畿観片は原田伸銅所社製HGT-DⅠPずずめっき

で､仕様はTable lにホす｡基材はりん青銅板を用いてお
り､成分はCuの他にSnが8､43%､ Pが0.100%含まれて
いるo　膜厚はFischer蛍光Ⅹ線で測定された結果より

1.9叫mである｡これに100℃.140℃でそれぞれ川0時間
熱処理を施したものを試験片B,Cとした｡

離散荷重はo.iee-ie離沿Nの範囲で行い､魯荷塞壷こお
ける　5回の試験結果を平均化した値を実験値として用い

た,., Fig.2に試験片Ao)押込み曲線を示すQ

Table 1 Speciβcations of Specimens

Specimen Plated Substrate Annealing

No.　material (Allov No.)　Compositioi Temp.(℃)
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軽微小棟さ試験は超微小荷患で狭小領域に対し試験を行

うため､振動等の外的因子により結果がばらつきやすく､

よって結果に対して補正を行う必聾がある｡今樹使用した

較iE試験片(硬さ基準片)HMV500は硬さ砥が5O8と値付け

されているo　この硬さ値508を用いて､ (1)式より試験機の

弾性変形畳と庄子のトランケ少-ションを含む補正値δ血を箪

Illしたo δAl(と0: {�"押込A逸品を榊いて(幻式よt)柚JE韓<?),lh

子押込み畳品′を求め､その後&/!献験荷塵LMを用いて(3)

式より補正後の硬さ値HV(を求めたo
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